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〔論文審査の要旨〕 
 本論文は、生き物を介して子ども達の心を育む動物介在教育に焦点をあてた研究である。

わが国の幼稚園では、子ども達の心を育むために動物飼育が行われてきたが、動物の管理

に対する保育者の意識や対応には様々な問題のある事が指摘されている。本研究では、幼

稚園の飼育動物の適切な管理とその動物を介在した効果的な教育を実践する事を目的とし

て、幼稚園の主要な飼育動物であるウサギの飼育管理の実態を明らかにする共に、保育者

の動物に対する知識と意識、それに基づく態度を改善するための方策を検討している。 
 第Ⅰ章では、緒論として、研究の背景、子どもと動物の関わりに関する既住の研究、わ

が国における動物飼育の歴史、本研究目的について述べられている。 
 第Ⅱ章では、「ウサギの飼育管理に関する 47 園の現地調査」と「ウサギの飼育管理に関

する 1 園の長期的な現地調査」を通してウサギの飼育管理の実態が明らかにされている。

47 園の調査からは、主成分分析を用いて飼育管理の指標として「ウサギの QOL の向上に

不可欠な管理項目」と「ウサギの生存にとって不可欠な管理項目」の 2 つの主成分が抽出

され、各主成分得点の散布図からは多くの幼稚園が不適切な飼育管理状況にある事が明ら

かとなった。また、特定の園を対象とした調査からは、「掃除」や「給餌」などの基本的な

飼育管理すら十分に行われていない現状が明らかになった事から、飼育動物を介した教育

の実現には、まず飼育に対する保育者の「知識」と「意識」を向上させることが、「態度」

の改善つながるものと考えられた。 
 第Ⅲ章では、「幼児と飼育動物」「保育者と飼育動物」との関わりについて調べるために、

一年に渡り参与観察と面接調査を実施して、幼児と保育者の飼育動物との関わりの実態に

ついて明らかにしている。両調査から、幼児が動物と関わる際の保育者の対応が不適切な

ために、飼育活動が幼児らの心の育みにつながっていない事が示唆された。 
 第Ⅳ章では、不適切な飼育管理の原因と考えられる保育者の「意識」と「知識」のレベ

ルを向上させるための方策として、飼育動物ニュースレターの配布効果を検証している。

定期的なアンケート調査の結果から、配布期間の後半では「飼育改善のための取り組み」



を実践した保育者とそうでない保育者の割合に有意な差が認められた事から（P <0.05）、
ニュースレターは一部の保育者の飼育についての「知識」と「意識」の向上に一定の効果

のある事が示唆された。 
 第Ⅴ章では、保育者の不適切な「態度」を改善する一方策として、飼育ウサギに対する

「名づけ」に注目しており、47 園のウサギの飼育管理および名づけに関する調査から、名

づけと飼育管理状況の関連性についての検証が試みられている。その結果、名づけあり園

の方が季節管理等を有意に多く実践していた事から（p<0.05）、「名づけ」と適切な飼育管

理との間には関連性のある事が示唆された。また、管理が適切な園では単純な「名づけ」

よりも動物への思い入れを示す「名づけ」の方が多く認められた事から、ウサギを個とし

て認識できる様な名づけが重要であることが示唆された。 
 第Ⅵ章は総括的考察および結論であり、飼育動物を介した適切な教育を実現するための

提言がまとめられている。 
 
 本研究は、わが国の幼稚園におけるウサギの飼育の実態と保育者の問題点を明らかにす

ると共に、その改善策の検討と効果の検証を試みている点において独創的な研究であり、

研究の成果は、今後わが国の幼稚園で飼育動物を介した教育を実践していく上で波及効果

が高いと考えられる。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるも

のと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


